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高
校
は
、
近
畿
大
学
に
合
格
者
を
出
す
こ

と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
内
部

進
学
者
を
輩
出
す
る
中
、
最
近
は
外
部
の
国

公
立
大
学
へ
の
進
学
者
を
増
や
そ
う
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
長
く
続
い
て
き
た
理
数
コ
ー
ス

と
国
際
コ
ー
ス
を
廃
止
、
新
た
に
文
理
コ
ー

ス
を
新
設
さ
れ
、
そ
の
１
期
生
が
君
た
ち
な

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
国
公
立
大
学
の
合
格

実
績
を
支
え
て
き
た
の
は
、
６
年
間
一
貫
教

育
の
内
部
進
学
生
で
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
レ

ベ
ル
の
勝
る
今
年
度
の
君
た
ち
文
理
コ
ー
ス

の
諸
君
が
努
力
を
す
れ
ば
、
京
大
や
阪
大
、

神
大
、
大
阪
市
立
大
学
へ
の
合
格
者
が
1
・

5
〜
２
倍
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
受
動

的
な
勉
強
で
は
な
く
て
、
能
動
的
・
自
主
的

な
勉
強
が
大
事
で
す
。
そ
れ
は
、
大
学
進
学

後
も
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
本
当
の
意

味
で
実
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

自
主
的
に
勉
強
を
行
う
に
は
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
。
優
秀
な
生
徒

諸
君
ほ
ど
、
難
し
い
勉
強
を
し
た
が
り
ま
す

が
、
医
学
部
や
難
関
国
立
大
学
の
進
学
を
目

指
す
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
勉
強

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
基
本
に
忠

実
な
勉
強
を
す
れ
ば
、
志
望
大
学
に
進
学
で

き
ま
す
。

　

合
格
の
秘
訣
は
、『
こ
れ
一
冊
』と
い
う『
実

力
の
蓄
え
』
を
作
り
、
そ
れ
を
反
復
学
習
す

る
こ
と
。
３
冊
の
問
題
集
を
１
回
ず
つ
や
る

よ
り
は
、
１
冊
の
問
題
集
を
３
回
や
る
ほ
う

が
、
は
る
か
に
正
確
な
知
識
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
教
科
書
程
度
、
あ

る
い
は
参
考
書
一
冊
程
度
の
知
識
で
よ
い
の

で
す
。
こ
こ
を
聞
か
れ
た
ら
、
必
ず
答
え
ら

れ
る
と
い
う
正
確
な
知
識
が
入
試
で
は
も
の

を
い
う
の
で
す
。

数
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数
学
は
、『
参
考
書
の
例
題
演
習
』
で
す
。

練
習
問
題
は
や
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

例
題
の
丸
暗
記
は
ダ
メ
で
す
。
解
説
を
よ
く

読
ん
で
理
解
し
、
例
え
ば
Ｂ
６
の
情
報
カ
ー

ド
に
例
題
を
写
し
て
、
裏
に
問
題
を
解
い
て

い
き
ま
す
。
数
Ⅰ
・
Ａ
３
０
０
題
、
数
Ⅱ
・Ｂ

３
０
０
題
、
１
日
２
〜
３
枚
、
土
日
は
５
〜

10
枚
解
い
て
い
け
ば
、
３
ヵ
月
ほ
ど
で
一
冊

仕
上
が
り
ま
す
。
１
５
０
枚
綴
り
の
カ
ー
ド

４
冊
作
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
何
回
で

も
『
基
礎
の
反
復
』
学
習
が
で
き
ま
す
。
大

切
な
の
は
よ
く
読
ん
で
、参
考
書
を
閉
じ
て
、

解
答
を
作
る
こ
と
で
す
。開
い
た
ま
ま
で
は
、

自
分
が
理
解
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
必
ず
閉
じ
た

ま
ま
解
く
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
コ
ツ
コ
ツ
作
っ
た
カ
ー
ド
こ
そ
が
『
実

力
の
蓄
え
』
な
の
で
す
。
カ
ー
ド
を
試
験
前

に
何
回
も
繰
り
返

し
解
い
て
い
く
と
、

実
力
が
付
き
ま
す
。

英
語

　

創
刊
以
来
20
年

余
り
、
英
語
指
導

に
使
っ
て
き
た
経

験
か
ら
、Ｚ
会
の
速

読
英
単
語
の
必
修

編
を
お
薦
め
し
ま

す
。
単
語
や
派
生

語
、
例
文
を
覚
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

付
録
の
英
文
法
の
解
説
を
よ
く
読
み
理
解

し
、
ま
と
ま
っ
た
英
文
で
あ
る
本
文
を
完
璧

に
暗
記
す
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
長

文
読
解
ば
か
り
で
は
な
く
、
特
に
英
作
文
で

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
京
都
大
学
で
は
、
英

語
の
配
点
が
文
系
１
５
０
点
満
点
中
、
３
分

の
１
を
占
め
て
お
り
、
医
学
部
は
２
倍
の
３

０
０
点
満
点
に
換
算
す
る
の
で
、
英
作
文
で

差
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

国
語

　

現
代
文
は
、
他
の
科
目
以
上
に
授
業
が
勝

負
で
、
教
科
書
を
ノ
ー
ト
代
わ
り
に
書
く
と

よ
い
で
す
。
私
が
薦
め
て
い
る
セ
ン
タ
ー
試

験
の
過
去
問
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
勉
強
方

法
は
、
自
分
で
設
問
に
対
す
る
答
え
を
記
述

で
作
る
こ
と
で
す
。
選
択
肢
に
な
け
れ
ば
解

説
を
読
み
返
す
と
い
う
地
味
な
努
力
を
重
ね

て
い
く
と
、
苦
手
な
人
で
も
徐
々
に
実
力
を

付
け
、
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
対
策
と
一
石
二
鳥
の
学
習
方
法
で

す
。

2
0
1
3
年
11
月
７
日（
木
）

近
畿
大
学
本
館  

７
階
ホ
ー
ル

2
0
1
3
年
11
月
７
日（
木
）

近
畿
大
学
本
館  

７
階
ホ
ー
ル

文
理
コ
ー
ス
１
期
生
へ
の
期
待

『
こ
れ
一
冊
』に
集
中
し
て

力
を
つ
け
る

基
礎
の
反
復
学
習
の
効
果

　

11
月
７
日
（
木
）、「
大
学
受
験
に
向

け
て
の
心
構
え
と
学
習
方
法
」
と
題
し

て
、
近
畿
大
学
附
属
高
等
学
校
主
催
の

講
演
会
が
生
徒
・
保
護
者
対
象
に
行
わ

れ
た
。
今
回
、
特
別
講
師
と
し
て
講
演

し
た
の
は
、
八
尾
市
で
須
原
英
数
教
室

を
経
営
す
る
須
原
秀
和
氏
。
附
属
高
校

は
、
２
０
１
２
年
春
に
待
望
の
文
理
コ

ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
、
生
徒
が
大

学
進
学
後
も
継
続
的
に
勉
強
に
励
み
、

社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
人
材
育
成

に
力
を
注
い
で
い
る
。
須
原
氏
は
、

「
塾
教
育
」
実
践
の
場
の
機
会
を
与
え

ら
れ
た
こ
と
へ
の
謝
意
を
述
べ
た
後
、

一
番
身
近
な
学
習
の
場
で
あ
る
「
学
校

の
授
業
」
と
自
主
的
な
「
自
分
の
勉

強
」
の
両
方
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、

志
望
大
学
合
格
に
近
づ
く
確
か
な
道
だ

と
語
り
、
参
加
し
た
文
理
コ
ー
ス
１
期

生
の
２
年
生
に
と
っ
て
、
学
習
方
法
や

進
路
を
見
つ
め
直
す
場
と
な
っ
た
。

「学校の授業」と「自分の勉強」
の両方を大切にすることが、合
格への確かな道だと須原氏


